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第４２回防衛問題セミナーの開催

講演中の北岡施設計画課長

１ 南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和５年第３９号

令和５年１０月５日（木）、神奈川県横浜市の市民文化会館（関内ホール・小ホー
ル）において、第４２回「防衛問題セミナー」を開催し、定員２５０名のところ２２
５名の方に来場していただきました。

今回のセミナーでは、防衛省整備計画局の北岡施設計画課長を講師に迎え、「新た
な国家安全保障戦略、国家防衛戦略、防衛力整備計画」と題して講演していただきま
した。

はじめに、令和４年１２月に閣議決定された戦略３文書の概要について分かりやす
く説明され、その上で、まずは外交努力が第一であり、その外交を実効性のあるもの
とするため、裏付けとしての防衛体制の強化が必要であると述べられました。また、
今後の最優先課題について触れるとともに、主に防衛力の抜本的強化の７つの柱につ
いて解説されました。

来場された方々からは、「戦略３文書の内容・位置づけの説明が分かりやすく、
よく理解できた。全体として時間が短いと思われる。１．５時間～２時間程度でお
願いしたい。」「施設整備強化の視点からの説明が大変勉強になった。」「防衛力
整備の根本である人材育成について説明してほしかった。特に少子化が進む中で、
今後どのように自衛官を維持していくのか知りたかった。」など多くの感想が寄せ
られました。

今回寄せられたご意見やご感想を踏まえつつ、防衛政策や自衛隊の活動について、
国民の皆様にご理解を深めていただけるよう、今後も防衛問題セミナーを開催して
まいります。

質疑応答の様子

講演後の質疑応答では、「施設の強靭化のマスタープランを令和５年度から３年か
けて作って強靭化していくということだが、２０２７年度までの５年間の一つの節目
までに、施設の強靭化が間に合うのか。」、「建設分野では、これまで残業規制が適
用外だったが、来年４月から適用される。業界内では業務に制約がかかるのではない
かと懸念が出ているが、施設強靭化が本格化する中でその影響についてはどう考えて
いるのか。」などの質問があり、講師が一つ一つ丁寧に回答されました。



令和５年版防衛白書の説明

南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和５年第３９号 ２

令和５年版防衛白書は、戦略３文書（「国家安全
保障戦略」、「国家防衛戦略」、「防衛力整備計
画」）の策定後、初めて刊行された白書であり、我
が国を取り巻く安全保障環境の変化や防衛省・自衛
隊の活動について、分かりやすくご理解いただける
よう、主として次の６点を重点的または新たに記述
しています。
①ロシアによる侵略の継続に対するウクライナによ
る防衛

②中国、北朝鮮、ロシアの軍事動向、米中競争と台
湾をめぐる情勢

③３文書策定の経緯及び概要
④防衛力抜本的強化「元年」予算
⑤情報戦への対応や継戦能力を確保するための持続
性・強靱性強化の取組を含むわが国の防衛力の抜
本的強化

⑥防衛生産・技術基盤及び人的基盤の強化に向けた
取組

防衛白書は、我が国の防衛の現状と課題及びその取組について、広く内外の周知を図
り、また、できる限り多くの国民の皆様にご理解を深めていただくことを目的として、
毎年、刊行されています。

南関東防衛局では、地方公共団体や地域の皆様方に防衛省の各種政策や自衛隊の

諸活動についてご理解を深めていただく一助となるよう、また、防衛省・自衛隊と

地方公共団体等との連携強化を図るため、管轄する神奈川、静岡、山梨の各自衛隊

地方協力本部や関係部隊等と協力し、管内１０４の地方公共団体等に防衛白書の説

明を行っています。

今回の表紙は、防衛省・自衛隊が「真に国民を守
り抜ける体制を作り上げる」との決意を表現する観
点から、国民の命と暮らしを守り抜く防衛力の中核
である自衛隊員が題字をしたためたものです。

静岡県知事に説明する末富局長神奈川県知事への説明



掃海艦「のうみ」 命名・進水式

松本政務官による支綱切断

令和５年１０月２４日(火）、ジャパン マリンユナイテッド株式会社横浜事業所鶴見工
場において、南関東防衛局が監督・検査を行っている令和２年度計画掃海艦（２０７）(全
長６７メートル、基準排水量６９０トン）の命名・進水式が行われました。

式典では、防衛省代表として松本防衛大臣政務官のほか、酒井海上幕僚長、市橋防衛技
監、南関東防衛局からは末富局長、その他多数の防衛省関係者や会社関係者等、約１７０
名が見守る中、伊藤横須賀地方総監執行のもと、本艦は「のうみ」と命名され、松本防衛
大臣政務官の支綱切断により進水しました。艦名は広島県の東能美島と西能美島の総称に
由来します。

掃海艦「のうみ」は、世界最大級の
ＦＲＰ製艦船であり、最新のソーナー
システムを有するとともに新型装備品
も多数取り入れ、掃海・掃討能力を向
上させています。

本艦は令和３年５月に起工、令和７年
３月に就役し、海上自衛隊に配備される
予定です。

３ 南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和５年第３９号

進水する掃海艦「のうみ」

式典の様子

進水後の掃海艦「のうみ」



調達部装備課移転（横浜第２合同庁舎へ）

南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和５年第３９号 ４

これまで横浜地方合同庁舎（横浜市中区山下町）に入居していた調達部装備課は、令和
５年１０月２３日（月）に横浜第２合同庁舎（同区北仲通）に移転しました。
装備課は、昭和５１年に当時の調達実施本部横浜支部として横浜地方合同庁舎に入居し、

以来４７年もの長きにわたり同庁舎にありましたが、この度横浜臨港地区周辺の合同庁舎
の整理・統合計画に伴い、南関東防衛局の他の部署（地方防衛事務所を除く）が入居して
いる横浜第２合同庁舎へ移りました。今後はこれまで以上に部内外の関係者と協力し合っ
て業務を推進してまいります。

移転後の新事務室前で看板を掛ける様子 末富局長(中央右)と古川調達部長(中央左)

横浜地方合同庁舎（旧入居庁舎）前で

末富局長による移転後初度視察

自衛隊の任務遂行に必要な
装備品等（艦艇･航空機･車両・
システム等）の調達における
監督･検査業務や原価監査業務
などを実施しています。
事務官や技官がほとんどの

南関東防衛局の中で、自衛官
が多数を占める唯一の課です。

装備課ってどんなところ



在日米軍従業員永年勤続者表彰

基地従業員へパワハラ防止講習会を開催

５ 南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和５年第３９号

本年８月と１０月の４日間で８回、米海軍横須賀施設内で「パワーハラスメント防止講

習会」を開催しました。今般の講習会は、米海軍人事担当部署の依頼を受け横須賀防衛事

務所が米海軍施設内で勤務する基地従業員を対象に実施したもので、部外講師をお招きし

て日本におけるパワーハラスメント制度等を講義して頂きました。

講習会には、約１１００名の基地従業員が参加し、パワーハラスメントの制度や職場で

の防止が重要であること等について、更に認識を深めて頂く良い機会となりました。受講

した基地従業員からは、講義内容に対する質問がなされるとともに、パワーハラスメント

制度について理解を深めることができた旨のコメントもなされました。

今後も米軍と連携・協力しながら、このような取り組みについて検討し、引き続き良好

な職場環境の維持に努めてまいります。

挨拶をする米海軍ノーブル人事部長 講習会の様子

在日米軍従業員に対する永年勤続者表彰は、横須賀海軍施設、厚木海軍飛行場、キャ
ンプ座間、相模総合補給廠、キャンプ富士等、南関東防衛局管内の在日米軍施設で勤務
されている在日米軍従業員のうち、勤続期間が１０年、２０年、３０年及び４０年に達
した方々の永年の功労を称えるため、毎年１０月、日米共催で実施しているものです。

今年度は、１０年勤続者２０３名、２０年
勤勤続者１９８名、３０年勤続者２５４名、
４０年勤続者６４名の合計７１９名の方々が
受賞の栄に浴されました。
表彰式は新型コロナウイルス感染拡大の状

況を踏まえて令和２年度から令和４年度まで
の３年間、その開催が見送られておりました
が、本年度は４年ぶりに在日米軍ほか関係機
関の協力を得て横須賀、座間、富士それぞれ
の地区において盛大に挙行され、被表彰者の
方々に対して南関東防衛局長ならびに各軍の
司令官等から表彰状及び記念品が授与され、
永年の在日米軍への貢献に対する謝意が伝え
られました。 表彰式の様子（座間地区）



南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和５年第３９号 ６

令和５年１０月２９日（日）、静岡県浜松市の航空自衛隊浜松基地において、「エア
フェスタ浜松２０２３」が開催されました。

当日は天気にも恵まれ、約８万人（同基地発表）の航空ファンが訪れ、アクロバット
飛行隊「ブルーインパルス」が飛行し、スモークで空中にハートや星の模様を描いたり、
背面飛行する１機の周りを別の機が渦を巻くように回る「コークスクリュー」などの曲
技飛行を楽しみ、それぞれの演目が終了すると、来場者から拍手と歓声が起こりました。

また、練習機Ｔ４とＴ４００による編隊飛行や、救難捜索機「Ｕー１２５Ａ」と「Ｕ
Ｈー６０」による救助活動の実演など、日頃の訓練の成果を示したほか、戦闘機Ｆ１５
とＦ２による展示飛行では、高速で迫力のある飛行が来場者を驚かせました。

地上では、自衛隊の服装の試着体験や、中部航空音楽隊の演奏なども行われました。

ブルーインパルスの曲技飛行

エアフェスタ浜松２０２３

キャンプ富士フレンドシップ・フェスティバル

装備品の展示 ステージでのライブ演奏

令和５年１０月１５日（日）、静岡県御殿場市にあるキャンプ富士において、「キャ
ンプ富士フレンドシップ・フェスティバル２０２３」が開催されました。

当該イベントは、キャンプ富士の一部を一般開放し、地域住民との交流を図ることで、
在日米軍及び米海兵隊への理解を深める機会にしようとするもので、日本に居ながら外
国の雰囲気が感じられるイベントとして人気を得ています。

当日は、多くの来場者があり、米第三海兵遠征軍音楽隊等によるステージ・ライブ、
バラエティに富んだ料理屋台、日米の装備品の展示などを楽しんでいました。

同時に、キャンプ富士司令官主催のレセプションも開催され、末富局長が出席し、米
海兵隊や地元自治体等との交流を深めました。



小型無人機等飛行禁止法に基づく対象防衛施設の指定について

防衛省は、重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に関する法
律（平成２８年法律第９号）に基づき、対象防衛関係施設について順次指定を行ってき
ており、令和５年９月２６日に自衛隊施設３９施設を新たに指定する旨告示しました。

このうち、当局管内においては、久里浜駐屯地、北富士駐屯地、富士駐屯地、滝ヶ原
駐屯地、板妻駐屯地が新たに指定されました。

対象防衛関係施設及びその周辺の地域の上空における小型無人機等（ドローン等）の
飛行は原則禁止であり、飛行を行おうとする場合には施設管理者の同意を得る等所定の
手続が必要です。
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【久 里 浜 駐 屯 地】

<施設管理者>
久里浜駐屯地司令
<問合せ先>
046-841-3300

【北 富 士 駐 屯 地】

<施設管理者>
北富士駐屯地司令
<問合せ先>
0555-84-3135

【富 士 駐 屯 地】

<施設管理者>
富士駐屯地司令
<問合せ先>
0550-75-2311

【滝 ヶ 原 駐 屯 地】

<施設管理者>
滝ヶ原駐屯地司令
<問合せ先>
0550-89-0711

【板 妻 駐 屯 地】

<施設管理者>
板妻駐屯地司令
<問合せ先>
0550-89-1310

対象施設の区域

対象施設周辺地域

７


